
　当第3四半期連結累計期間の売上高は、APEMの売上寄与もあ
り、主力製品である制御用操作スイッチが伸長したことに加え、安
全関連機器も引き続き堅調に推移しました。また、新たにグループ
会社となったウェルキャットの自動認識機器の売上が10月より計
上されたこともあり、売上高は445億8千1百万円（前年同期比
44.0％増）となりました。
　営業利益は主力製品群の売上増加などにより、48億8百万円
（前年同期比120.4％増）となり、四半期純利益は為替差益の計上
などにより、42億5千9百万円（前年同期比200.4％増）となるな
ど、売上高、利益ともに過去最高を更新しました。
　また、業績は引き続き好調に推移するものと見込まれることか
ら、通期業績予想を上方修正いたしました。通期予想を達成できる
よう、全社一丸となって取り組んでまいりますので、より一層のご
支援とご協力を賜りますよう、心よりお願い申しあげます。
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財務ハイライト

第71期  株主通信
第3四半期連結累計期間（2017年4月1日～2017年12月31日）

事　業　年　度 毎年4月1日から翌年3月31日までの1年
配当金受領株主 期末配当金 3月31日 
確　　定　　日 中間配当金 9月30日
株主名簿管理人  三井住友信託銀行株式会社 
事務取扱場所 証券代行部
お問い合わせ先 　　0120-782-031
 （受付時間 9:00～17:00 土日祝日を除く）
公 告 の 方 法   電子公告により行います。
 http://jp.idec.com/ja/aboutIDEC/ir/stockholder_info
 ただし、電子公告によることができない事故その他の
 やむを得ない事由が生じた場合は、 日本経済新聞に
 掲載します。

〒532-0004 大阪市淀川区西宮原2丁目6番64号 
TEL: 06-6398-2500（代表） http://jp.idec.com

ユニバーサルデザイン（UD）の
考え方に基づき、より多くの人に
見やすく読みまちがえにくいデザ
インの文字を採用しています。

●株主さまの住所変更、買取・買増請求その他各種お手続きにつきましては、原則、
口座を開設されている口座管理機関(証券会社等)にお問い合わせください。

http://jp.idec.com/ja/csr

IDECグループのCSR活動の取り組みを知っていただく
ため、デザインを刷新いたしました。ぜひご覧ください。

株主メモ
CSRページをリニューアルしました

第3四半期 通期第3四半期 通期第3四半期 通期

証券コード 6652

Topics

　2017年3月にIDECグループに加わったAPEMの製品販売を、同年11月より開始しま
した。
　APEMは、多様な産業向けにスイッチやジョイスティック、キーボードなどの製品をグ
ローバルに展開しており、防水・防塵などの耐環境性に加え、デザイン性に優れた製品に
強みを持っています。スイッチや表示灯などの製品から販売をスタートし、ジョイスティッ
クなども順次発売していく予定です
　APEM製品の発売により、従来のお客さまにはより多くの品揃えで製品をご提供でき
るだけでなく、特殊車両を初めとする新規市場への製品供給も可能となります。IDECと
APEMブランドの製品を通じて、多様なお客さまのニーズに対してグローバルにお応えし
てまいります。

さまざまな展示会に出展し、IDECの強みを広く訴求しました
　2017年11月29日から12月1日の3日間、2年に1度開催される日本で唯一のファクトリーオートメーション（FA）の専門展「SCF（シス
テムコントロールフェア）2017」が、東京ビッグサイトで開催されました。同会場では、世界最大級のロボットの祭典である「国際ロボット
展」と、洗浄に関する最新製品・技術が集まる「洗浄総合展」も行われ、それぞれの展示会に出展しました。
　SCFでは、あらゆる製造現場において生じる労働力不足や生産性向上などの課題に対して、IDECの強みを活かした「Safety」、「HMI
（Human-Machine Interface）」、「IoT（Internet of Things）」などのソリューションをご提案しました。国際ロボット展では、さまざまな
協働ロボットシステムの展示や安全への取り組みをご紹介し、洗浄総合展では、幅広い分野での応用が期待できるウルトラファインバブ
ル（微細気泡）発生装置を展示しました。
　今後も「安全」「安心」な社会の実現のため、お客さまのニーズに合った製品やソリューションをご提供することで、社会に貢献してまい
ります。

耐環境性・デザイン性に優れたAPEM製品の国内販売を開始しました

洗浄総合展国際ロボット展SCF（システムコントロールフェア）
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こんなところに IDEC

■ 明るく見やすい表示
■ 1.5秒の高速起動
■ 優れた耐環境性能
■ 遠隔監視・操作にも対応可能

　1974年に設立し、ディーゼルエンジンや産業機械分野の各種製品の製造からアフ
ターサービスまでを手掛けておられる、三井造船グループの中核企業です。
　社会インフラの要となるさまざまな製品やサービスを提供することで、社会の発展に
貢献されています。

　三井造船マシナリー・サービス様は、船舶にコンテナを運搬するための門型クレーン
の非常用発電装置を製造されています。この装置にはディーゼルエンジンが使われて
いるため、電気制御するための制御盤には、ディーゼルエンジン駆動のシステム制御
に必要な「CAN通信」対応のプログラマブルコントローラ（PLC）が必要不可欠でした。
　IDECは、国内メーカーで唯一CAN通信に対応したPLCを保有しており、制御盤に必
要な各種製品もラインアップしています。また、全体のシステム構築から納品後の技術
サポートまで、トータルにご提供できる体制を整備していることから、今回IDECの制御
盤をご採用いただくことができました。制御盤には、PLC「FC6A形」や、プログラマブ
ル表示器「HG2G形」をはじめ、制御用操作スイッチ、制御用リレー、端子台などIDEC
の各種製品を搭載しています。｠
　今回採用されたPLCは、オペレーションルームや遠隔地からでもリアルタイムに機
器の状態を把握できる機能を備えており、お客さまの課題解決に役立つIoT時代に最
適な製品です。これからもIDECは、製品やソリューションの提案を通じて、人々の豊か
な暮らしの発展に貢献してまいります。

　2014年にIDECグループに加わったIDECファクトリーソリューションズ株式会社は、制御
技術を核に、工作機械、半導体・液晶製造装置、物流・搬送装置等に関連するシステム製品
や、図書館管理システムなどの設計および受託生産、その他制御ネットワークソリューション
事業を展開しています。
　また、2016年9月愛知県一宮市に開設した協調安全ロボットテクニカルセンターに加え、
2017年10月には東京にもセンターを新設し、IDECの強みである安全関連機器・安全技術
を軸に、用途に応じた協働ロボットを組み合わせることで最適な協調安全ロボットシステムを
ご提案しています。お客さまのニーズに合ったシステムをご提供することで、人手不足が進
む生産現場などの「安全性」だけでなく「生産性」向上に貢献しています。
　今後も、お客さまごとに異なる課題を「見える化」することで、最適なソリューションやシス
テムを構築し、導入、運用までトータルにサポートしていきます。

▲非常用発電装置

制御盤に搭載されている、プログラマブルコントローラ「FC6A形」
（左）と、プログラマブル表示器「HG2G形」（右）

▲制御盤

コンテナ運搬用の　
門型クレーン▶

船舶へのコンテナ運搬用クレーンの非常用発電装置に、
IDECの制御盤が採用されました

三井造船マシナリー・サービス株式会社
大阪事業所　技術部セットグループ　
平田　英豊 様

グループ企業紹介

最適なソリューションを提供することで、
さまざまな課題解決に貢献しています

会社概要
会 社 名　IDECファクトリーソリューションズ株式会社
設　　立　1972年4月
資 本 金　33百万円（2017年12月末現在）
社 員 数　142名（2017年12月末現在）
事業内容　
制御をコア技術に、協働ロボットを活用した協調システム、
FAシステム、図書館管理システムなどを提供

　CAN通信対応PLCの搭載や技
術サポートによって、コストダウン
や幅広いニーズに応えることが
できました。
　本制御盤をベースに、さらなる
多様化を目指したいと思います。

お客さまの声

■ 本社（愛知県一宮市）
■ 協調安全ロボットテクニカルセンター
■ 名古屋営業所

21,042百万円
前年同期比

－40.1％

　日本においては、メガソーラーなど環境関連事業が減少したものの、主力製品である制御用操作スイッチなどのHMIソ
リューション製品や、安全関連機器などの安全・防爆ソリューション製品、自動認識機器などのオートメーションソリューション製
品が伸長しました。
　海外においては、米州でプログラマブル表示器などのオートメーションソリューション製品が堅調に推移したことに加え、
APEMの売上寄与により、主に欧州において制御用操作スイッチやジョイスティックなどHMIソリューション製品の売上が増加
いたしました。また、中国を中心とするアジア・パシフィックでは、制御用操作スイッチなどのHMIソリューション製品や、制御用
リレーなどの盤内機器ソリューション製品が伸長しました。
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・産業用LED照明
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システム
・協働ロボットシステム
・各種システム

その他
・再生可能エネルギー事業
・次世代農業ソリューション
・ファインバブル発生装置
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製品別売上高

地域別売上高

業績ハイライト

※2018年3月期より、製品別・地域別売上高の開示区分を変更しました。

■ 東京営業所
■ 協調安全ロボット
　 テクニカルセンター

■ 大阪事業所

協調安全ロボットテクニカルセンター（愛知県一宮市）

お客さまの
ご紹介
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協調安全ロボットテクニカルセンター（愛知県一宮市）
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こんなところに IDEC

■ 明るく見やすい表示
■ 1.5秒の高速起動
■ 優れた耐環境性能
■ 遠隔監視・操作にも対応可能

　1974年に設立し、ディーゼルエンジンや産業機械分野の各種製品の製造からアフ
ターサービスまでを手掛けておられる、三井造船グループの中核企業です。
　社会インフラの要となるさまざまな製品やサービスを提供することで、社会の発展に
貢献されています。

　三井造船マシナリー・サービス様は、船舶にコンテナを運搬するための門型クレーン
の非常用発電装置を製造されています。この装置にはディーゼルエンジンが使われて
いるため、電気制御するための制御盤には、ディーゼルエンジン駆動のシステム制御
に必要な「CAN通信」対応のプログラマブルコントローラ（PLC）が必要不可欠でした。
　IDECは、国内メーカーで唯一CAN通信に対応したPLCを保有しており、制御盤に必
要な各種製品もラインアップしています。また、全体のシステム構築から納品後の技術
サポートまで、トータルにご提供できる体制を整備していることから、今回IDECの制御
盤をご採用いただくことができました。制御盤には、PLC「FC6A形」や、プログラマブ
ル表示器「HG2G形」をはじめ、制御用操作スイッチ、制御用リレー、端子台などIDEC
の各種製品を搭載しています。｠
　今回採用されたPLCは、オペレーションルームや遠隔地からでもリアルタイムに機
器の状態を把握できる機能を備えており、お客さまの課題解決に役立つIoT時代に最
適な製品です。これからもIDECは、製品やソリューションの提案を通じて、人々の豊か
な暮らしの発展に貢献してまいります。

　2014年にIDECグループに加わったIDECファクトリーソリューションズ株式会社は、制御
技術を核に、工作機械、半導体・液晶製造装置、物流・搬送装置等に関連するシステム製品
や、図書館管理システムなどの設計および受託生産、その他制御ネットワークソリューション
事業を展開しています。
　また、2016年9月愛知県一宮市に開設した協調安全ロボットテクニカルセンターに加え、
2017年10月には東京にもセンターを新設し、IDECの強みである安全関連機器・安全技術
を軸に、用途に応じた協働ロボットを組み合わせることで最適な協調安全ロボットシステムを
ご提案しています。お客さまのニーズに合ったシステムをご提供することで、人手不足が進
む生産現場などの「安全性」だけでなく「生産性」向上に貢献しています。
　今後も、お客さまごとに異なる課題を「見える化」することで、最適なソリューションやシス
テムを構築し、導入、運用までトータルにサポートしていきます。

▲非常用発電装置

制御盤に搭載されている、プログラマブルコントローラ「FC6A形」
（左）と、プログラマブル表示器「HG2G形」（右）

▲制御盤

コンテナ運搬用の　
門型クレーン▶

船舶へのコンテナ運搬用クレーンの非常用発電装置に、
IDECの制御盤が採用されました

三井造船マシナリー・サービス株式会社
大阪事業所　技術部セットグループ　
平田　英豊 様

グループ企業紹介

最適なソリューションを提供することで、
さまざまな課題解決に貢献しています

会社概要
会 社 名　IDECファクトリーソリューションズ株式会社
設　　立　1972年4月
資 本 金　33百万円（2017年12月末現在）
社 員 数　142名（2017年12月末現在）
事業内容　
制御をコア技術に、協働ロボットを活用した協調システム、
FAシステム、図書館管理システムなどを提供

　CAN通信対応PLCの搭載や技
術サポートによって、コストダウン
や幅広いニーズに応えることが
できました。
　本制御盤をベースに、さらなる
多様化を目指したいと思います。

お客さまの声

■ 本社（愛知県一宮市）
■ 協調安全ロボットテクニカルセンター
■ 名古屋営業所
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　日本においては、メガソーラーなど環境関連事業が減少したものの、主力製品である制御用操作スイッチなどのHMIソ
リューション製品や、安全関連機器などの安全・防爆ソリューション製品、自動認識機器などのオートメーションソリューション製
品が伸長しました。
　海外においては、米州でプログラマブル表示器などのオートメーションソリューション製品が堅調に推移したことに加え、
APEMの売上寄与により、主に欧州において制御用操作スイッチやジョイスティックなどHMIソリューション製品の売上が増加
いたしました。また、中国を中心とするアジア・パシフィックでは、制御用操作スイッチなどのHMIソリューション製品や、制御用
リレーなどの盤内機器ソリューション製品が伸長しました。
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　当第3四半期連結累計期間の売上高は、APEMの売上寄与もあ
り、主力製品である制御用操作スイッチが伸長したことに加え、安
全関連機器も引き続き堅調に推移しました。また、新たにグループ
会社となったウェルキャットの自動認識機器の売上が10月より計
上されたこともあり、売上高は445億8千1百万円（前年同期比
44.0％増）となりました。
　営業利益は主力製品群の売上増加などにより、48億8百万円
（前年同期比120.4％増）となり、四半期純利益は為替差益の計上
などにより、42億5千9百万円（前年同期比200.4％増）となるな
ど、売上高、利益ともに過去最高を更新しました。
　また、業績は引き続き好調に推移するものと見込まれることか
ら、通期業績予想を上方修正いたしました。通期予想を達成できる
よう、全社一丸となって取り組んでまいりますので、より一層のご
支援とご協力を賜りますよう、心よりお願い申しあげます。

代表取締役会長兼社長

Top Message

株主の皆さまへ

財務ハイライト

第71期  株主通信
第3四半期連結累計期間（2017年4月1日～2017年12月31日）

事　業　年　度 毎年4月1日から翌年3月31日までの1年
配当金受領株主 期末配当金 3月31日 
確　　定　　日 中間配当金 9月30日
株主名簿管理人  三井住友信託銀行株式会社 
事務取扱場所 証券代行部
お問い合わせ先 　　0120-782-031
 （受付時間 9:00～17:00 土日祝日を除く）
公 告 の 方 法   電子公告により行います。
 http://jp.idec.com/ja/aboutIDEC/ir/stockholder_info
 ただし、電子公告によることができない事故その他の
 やむを得ない事由が生じた場合は、 日本経済新聞に
 掲載します。

〒532-0004 大阪市淀川区西宮原2丁目6番64号 
TEL: 06-6398-2500（代表） http://jp.idec.com

ユニバーサルデザイン（UD）の
考え方に基づき、より多くの人に
見やすく読みまちがえにくいデザ
インの文字を採用しています。

●株主さまの住所変更、買取・買増請求その他各種お手続きにつきましては、原則、
口座を開設されている口座管理機関(証券会社等)にお問い合わせください。

http://jp.idec.com/ja/csr

IDECグループのCSR活動の取り組みを知っていただく
ため、デザインを刷新いたしました。ぜひご覧ください。

株主メモ
CSRページをリニューアルしました

第3四半期 通期第3四半期 通期第3四半期 通期

証券コード 6652

Topics

　2017年3月にIDECグループに加わったAPEMの製品販売を、同年11月より開始しま
した。
　APEMは、多様な産業向けにスイッチやジョイスティック、キーボードなどの製品をグ
ローバルに展開しており、防水・防塵などの耐環境性に加え、デザイン性に優れた製品に
強みを持っています。スイッチや表示灯などの製品から販売をスタートし、ジョイスティッ
クなども順次発売していく予定です
　APEM製品の発売により、従来のお客さまにはより多くの品揃えで製品をご提供でき
るだけでなく、特殊車両を初めとする新規市場への製品供給も可能となります。IDECと
APEMブランドの製品を通じて、多様なお客さまのニーズに対してグローバルにお応えし
てまいります。

さまざまな展示会に出展し、IDECの強みを広く訴求しました
　2017年11月29日から12月1日の3日間、2年に1度開催される日本で唯一のファクトリーオートメーション（FA）の専門展「SCF（シス
テムコントロールフェア）2017」が、東京ビッグサイトで開催されました。同会場では、世界最大級のロボットの祭典である「国際ロボット
展」と、洗浄に関する最新製品・技術が集まる「洗浄総合展」も行われ、それぞれの展示会に出展しました。
　SCFでは、あらゆる製造現場において生じる労働力不足や生産性向上などの課題に対して、IDECの強みを活かした「Safety」、「HMI
（Human-Machine Interface）」、「IoT（Internet of Things）」などのソリューションをご提案しました。国際ロボット展では、さまざまな
協働ロボットシステムの展示や安全への取り組みをご紹介し、洗浄総合展では、幅広い分野での応用が期待できるウルトラファインバブ
ル（微細気泡）発生装置を展示しました。
　今後も「安全」「安心」な社会の実現のため、お客さまのニーズに合った製品やソリューションをご提供することで、社会に貢献してまい
ります。

耐環境性・デザイン性に優れたAPEM製品の国内販売を開始しました

洗浄総合展国際ロボット展SCF（システムコントロールフェア）

2017/3

43,426

2018/3

59,000

44,581百万円売上高

前年同期比
＋44.0％

2017/3

3,547

2018/3

6,000

営業利益 4,808百万円

2017/3

2,440

2018/3

5,100
（予想） （予想） （予想）

四半期
純利益※ 4,259百万円

30,951
44,581

2,181

4,808

1,417

4,259

第3四半期連結累計期間では売上高、利益ともに過去最高を更新

※親会社株主に帰属する四半期純利益

前年同期比
＋120.4％

前年同期比
＋200.4％

使用許諾番号 No.00154

この製品の印刷における電気
の100%は、グリーン電力で
賄われています。


